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随 想 

 

アルゼンチン人のわたしのいけん 

 

 

ビルヒニア 

Virginia Susana Gonzalez de Baldelli  

 

 せんじつ、わたしのせんせいは、にほんのびょういんのせいどについて、わ

たしのいけんをかくようにいいました。 

 じつのところわたしには、かなりむずかしいのです。というのはまさに、ち

きゅうのはんたいがわのくにからきたからです。そして、にほんとアルゼンチ

ンではいくつかのちがいがあるからです。 

 おなじようにかんがえかた、いきかた、そしてこうどうのしかたも、またと

てもちがうからです。おそらく、これをよんだひとはおもしろいとおもうかも

しれないし、ぎゃくにつまらないとおもうかもしれないでしょう。 

 にほんのびょういんは、にほんのしゃかいとおなじように、とてもよくそし

きかされていて、いしゃからかんじゃまで、びょういんにいるすべてのひとは、

じぶんのやくわりをよくしっています。 

 ここまではわたしたちにも、りかいできよいことだとおもいます。しかし、

わたしはたいへんおどろいたことがあります。それはびょういんのなかでのに

んげんかんけいです。 

 ことわっておきたいのですが、わたしのけいけんは、ひとつのびょういんの

ことだけです。そのびょういんはとてもおおきいので、だからいしゃとかんじ

ゃのかんけいはほよりむずかしいとおもいます。  

わるくいうつもりはないのですが、わたしのかんじたところでは、ひとびとの

けんこうにこうけんするはずびょういんのなかで、だいじなひとはかんじゃで

はなく、いしゃなのです。いしゃが、かんじゃをわるくあつかうというのでは

ありません。かんじゃのほうが、いしゃをまるでかみさまのようにあつかいま

す。じっさいかんじゃは、もんくもいわずにいしゃがそのかみのようなちから

でかんじゃをちりょうしてくれるように、いのちをあずけるのです。 

 さいしょのうち、じゅんかいしんさつでアルゼンチンではみられないばめん

をみました。ふちのやまいのおばあさんが“よろしくおねがいします”といい

ながら、ゆかまであたまをさげました。わたしのくにではかんじゃはそのよう
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なことはしません。なぜならむこうではかんじゃをなおすことがいしゃのぎむ

で、かんじゃはおねがいすることはないとかんがえます。 

 ほかにきがつきましたことでもうひとつ、なごやのうだるようなあつさのな

か、けんきゅうしつにはとうぜんク－ラ－がありますが、４にんのおおべあの

びょうしつにク－ラ－がありません。このようなことは、このびょういんだけ

ではなく、ほかのこくりつびょういんでもおなじだろうとおもいます。 

 にほんけいざいがきゅうげきにはってんしたように、このびょういんもきゅ

うげきにおおきくなり、こうがくのきかいをとりいれていますが、それとどう

じにひつようとおもうのは、にゅういんかんじゃのかんきょうのことをもっと

かんがえたほうがよいのではないでしょうか…… 

 なによりも、かんじゃのこころとからだのりょうほうのいたみをやわらげる

ひつようがあるとおもいます。 

 

（名古屋大学医学部大学院研究生） 


